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第２２４号 ２０２３年 ２月 

■ 第 22４回例会記録   

・日 時  202３年１月 18日（水） 18：00～20：00     

・場 所  ユニティ ２階セミナー室４    ・参加者 １５名  

・テーマ  阪神大震災から２８年～耐震改修が進んできているが～ 

・講 師  稲毛 政信氏（木造住宅耐震改修推進研究所・ 

               西神ニュータウン研究会世話人） 

■例会概要 

◇日本の耐震設計は百年の歴史がある。 

・世界で初めて、法律に耐震基準が制定されたのは、１９２４ 

年であった。ただ、木造建築は、揺れ方が違うので、含まれ 

なかった。その制定は、１９５０年の「建築基準法」になる。 

・ただし、「建築基準法」では、戦後の焼け野原で、住む家も 

  ない状況下で制定されており、耐震性は不十分であった。 

  まず木造建築は、２階建てで半分の耐震性で、鉄筋コンクリ 

－ト造や鉄骨造では、７、８割の耐震性であった。 

・これらの耐震性が改善されるのが、１９８１年の新耐震基準の 

導入時で、ほぼ現在の耐震基準になる。 

◇阪神大震災後、耐震改修が始まる。 

 ・１９８１年以前に建設された建築物に被害が有り、その耐震改 

修が始まった。それからの耐震化の成果は、表にまとめている。 

 ・耐震改修の成果としては、防災施設や死者の出る戸建て住宅 

等の補助制度のある施設で、後、10年程度で完成になる。 

◇耐震改修が進んできているが 

 ・進んできているのは、命の助かる、どうしても必要な最低限の 

  施設で、その他の施設は、所有者の自主性で、進んでいない。 

 ・一方で阪神大震災以後、地震活動期に入り、南海トラフ地震 
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  や首都直下地震等の大地震が、高い確率で切迫している。 

 ・今後は、単に死者を無くすだけでなく、私たちの生活や事業が 

継続して行える（BCP）までに、地震被害を無くす必要がある。 

◇建築物耐震化の早期完成への一提案 

・以上より「耐震化の取り組みの見直し時期」になっており、「早 

期完成への一提案」を右のごとく、あくまで案として作成した。 

・全ての取り残されている補助制度の無い施設を対象に、急ぐ 

  ものとそれ以外、「地震発生危険度」により補助に差を付けた。 

◇西神ニュータウンは百年住宅の街 

・１９８１年以後に建設されており、地震では倒れない街で、百 

年住宅の街になる。「センチュリーハウジングシティ宣言」をし 

て、安全都市としての良さを、自覚し、PRすればどうか。子育 

て世代への受け渡す方式を、早急に検討していただきたい。 

・須磨ニュータウンでは、耐震改修推進で、安全都市に。 

◇「阪神大震災と西神ニュータウン」の冊子 

・震災周辺ニュータウンの記録として貴重で、後方支援ニュー 

タウンとして、支援に大奮闘された様子が書かれている。 

【意見交換・質疑等】 

〇子育て世代への受け渡す方式を検討ということであるが、方 

 式とか業者等が育っていない現状で、取り組む必要がある。 

〇百年住宅ということであるが、築４０年になり、各所が傷んでき 

て直そうとするが、どうして配管は、直しにくい所にあるのか。 

→現在の建設方式は、今後のメンテナンスし易さまで考えて作ら 

 れていない事によるのと、メンテナンスはかなりの費用がいる事 

 が、一般に理解されていないように思う。 

〇最近の１．１７の報道では、被災した状況等の話が多く、耐震 

改修の必要性の話等はほとんどない。よって、補助金をという 

ことだが、一般の方はその必要性が解らないのではないか。 

→確かにそうで、いろんな機会に、訴えていきたく思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西神ニュータウン研究会   〒651-2103 神戸市西区学園西町 1-1-1  ＵＮＩＴＹ内 
TEL：078-794-4970   FAX：078-794-4910 
http://seishin-ntken.net  
 
 

https://www.facebook.com/西神ニュータウン研究会 
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